
 

 

 

 

 

 

 

 

 7月 5日(土)、白旗商店街にて七夕祭りがありました。 

ボランティアセンターからは東北の物産や思い出ポストなどを出展しましたが、 

その一つとして「ガラスアート」を絆カフェ内で実施しました。 

 

 ガラスアートとは、その名の通りガラスやアクリル      

板などにアクリルガッシュなどの絵の具なので絵を描き、

それをダンボールで作ったフレームにはめるものです。 

 

 

 今回初の試みであるガラスアート、本番以前の準備段階

で必要なものがなかなか揃わなかった他、絵を描く為のア

クリル板が必要枚数分に本番前まで揃わなかったなど

様々なトラブルが起きましたがなんとか本番を迎えることが出来ました。 

 

 開始早々多くの方がこのガラスアートを体験

しようと足を運んで下さり、午前中の時点で既

に予定していた数の半分、午後で残りの半分が

無くなり大盛況で幕を閉じました。 

後から聞いた話によると終了後にも来て頂いた

方も多かったようで、「来年もやってください」

といった声も聞こえたので、また機会があれば

と思うばかりです。 
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